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島根大学医学図書館ニュース 

 H26年度後期・講座推薦の学生用図書が入りました 

 図書館システム更新の予告 

 医学図書館に配架される学生用図書は、例年各講座から

推薦していただいています。平成26年度後期推薦分は

138冊です。新着コーナーに並び始めていますので、どう

ぞご利用下さい。 

 今年度末(2月中旬から3月上旬)に図書館システムの更新を予定しています。島大OPAC(島大蔵書

検索)も変わる予定です。また、図書の貸出や文献複写、公費での図書の購入等に影響が出る可能

性があります。図書館HPや掲示板など、図書館からのお知らせにご注意ください。 

 11月に図書館備付分を中心に352冊、12月に講座からの返却分を143冊、合計495冊の製本が仕

上がりました。11月分は既に書架に並んでいますが、12月分も1月上旬には利用できるようになる予

定です。製本処理中は、該当の雑誌が利用できずご不便をおかけしました。どうぞご利用ください。 
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 今回、欠号がある雑誌が多く見つかりました。学術雑誌は製本しなければ長年にわたっての管理が

難しいため、図書館は出来るだけ多くの雑誌をきちんと製本したいと思っています。図書館でも講座

でも、利用した雑誌はきちんと元の場所に戻すことを心がけてご協力ください。 
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 今年7月に各講座に対し、次年度(H27年度)購読雑誌の継続・中止・新規の意向調査をしました。調

査の結果、現在講座購読分のうち10点以上が既に図書館に備え付けられている雑誌でした。また、

次年度の新規申込分にも図書館備付分との重複がありました。 

 雑誌に限らず、資料は出来るだけ手元に置いて利用したいものですが、学術雑誌は安価なもので

はありません。そのため医学部では従来から、購読を希望する雑誌が既に図書館で購読されている

場合は、講座での購読はせずに、図書館備付分を利用するようにしてきました。また毎年、講座購読

分についても１年分ずつ返却していただき、製本化して図書館に集積しておりますが、これもその一

環です。限られた大学の予算を、構成員全体で有効に利用できるよう、ご理解とご配慮をお願いいた

します。 

 講座で購入される雑誌について 

 12月8日(月)に本学医学部看護学科棟にて、総会を開

催しました。県内から13機関21名が参加しました。午後の

半日という短い時間でしたが、遠くは浜田市のリハビリ

テーションカレッジ島根からの参加もあり、各機関の動向

を知る貴重な機会となりました。 

 廣田秋彦医学図書館長の挨拶に始まり、放射線医学講

座内田幸司先生から「原発事故と診療放射線技師」と題

して講演していただきました。また発表は、「NACSISにつ

いて」(松江市立病院/佐々木良子)と「博士論文のイン

ターネット公表」(本学/山崎月子)の2題がありました。詳細

については医図懇HPを参照ください(http://

www.lib.shimane-u.ac.jp/9/itokon/index.html)。 
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 あけましておめでとうございます。旧年中のご利用・

ご協力に厚く御礼申し上げます。今年は図書館シス

テムの更新を予定。皆さんに見えるところではOPAC

が大きく変わります。「OPACって？」という方、図書

館HP掲載の本紙バックナンバーをご覧あれ。(A.N.) 

編集後記 

 医図懇の第23回総会を開催しました 

医図懇(いとこん)とは 

 島根県医療関係機関等図書館(室)懇

談会の略称。島根県の医療関係機関の

図書室担当者を中心とした組織。1990年

に発足し、現在は病院16、教育機関5、

医師会1の計22機関が加盟。 

 年に1回総会を開き、協議や発表、情

報交換を行う。病院図書室は1人職場や

複数業務の兼任の場合が多い中、担当

者が直接顔を合わせて、日頃疑問点等

を交わすことの出来る場となっている。 

ほとんどの加盟機関が医中誌Webを導

入しており、中にはUpToDateやメディ

カルオンラインを契約している機関もあ

ります。また広域病院図書室ネットワー

クである「中四国九州医学図書室ネッ

トワーク」や「近畿病院図書室ネット

ワーク」にも加盟している機関もありま

す。これらのサービスを通して、それぞ

れ所属の医師や看護師の文献入手を

手助けしています。 

多くの加盟機関で、主に洋雑誌について、プ

リント版に代えて電子ジャーナルを導入すること

が大きな課題となっています。その他各機関の

報告として、病院等の新築・移転や、スペース不

足による雑誌バックナンバーの廃棄、図書委員

会の新規発足等がありました。また近畿病院図

書室ネットワークにおける、病院発行誌の共同

機関リポジトリ検討の動きも紹介されました。 

加盟機関の動向(その1) 加盟機関の動向(その2) 
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